
 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

岡津の翼 

第 13号 
令和８年５月 2 5 日 

横浜市立岡津中学校 

校長 前田 総一郎   

同校 学校だより担当 

『平等』の正体 

 

副校長  大田 雅裕 

中学生の皆さんは『平等』について疑問に思ったことはありませんか。『平等』とは「偏
かたよ

りや差別がなく、みな等しいこ

と」を意味するそうです。でも、われわれは、この世の中にまったく同じ人が一人もいないことも知っています。では、『平

等』とはいったい何なのか考えてみたいと思います。そのヒントを得るために、ここで問題を出します。 

問題 

あなたは２歳の子と５歳の子と一緒にいて、目の前に全く同じ２つの入れ物 A と Bがあります。 

まず、女の子がやってきます。Aの入れ物にぬいぐるみを入れて、いなくなってしまいました。 

次に、男の子がやってきます。Aからぬいぐるみを取り出し、Bに入れて、いなくなってしまいました。 

その後、ぬいぐるみを取りにさっきの女の子がやってきました。ここで問題です。この女の子はどちらの入れ物を 

探すでしょうか。 

 

もちろん、Aの入れ物ですね。女の子はぬいぐるみが Bに移されたことを知らないわけですから。２歳の子どもは、こ

の問題に「Bだよ。だって、ぬいぐるみは今 Bに入っているから」と答えることが多いそうです。２歳の子にとっては自分の

持っている情報がすべてなんですね。だいたい５歳ともなると、この女の子の立場なら「Aに入っている」と思うはず、とい

うことがわかるそうです。当たり前のようですが、これってすごいことです。これは、『相手の立場になって考える』というこ

となんです。 

 医学博士である養老
よ う ろ う

孟
たけ

司
し

先生によれば、「相手の立場になって考えるということは、相手と自分を交換して考えること

になる。交換できるということは、自分と相手を同等と見なければできない」と言っています。つまり、『平等』の正体とは、

“すべての人がまったく同じ”という意味ではなく、“互いに相手の立場になって考える”ことなのではないでしょうか。 

「こんなことをしたらあの人は助かるんじゃないか」とか「こんな発言はあの人を傷つけるかもしれない」などと考える

ことのできる自分になれたら素敵だと思いませんか？もちろん、簡単なことではありません。自分の感情や都合もありま

すから。でも、そんなふうに思い続けることで、自分の都合と相手の気持ちの両面にうまく折り合いをつけられることも増

えていくかもしれません。それと同時に、自分のことも大切にして欲しいです。なにしろ、この世の中にはまったく同じ人が

いないのですから。あなたという人はあなただけであり、誰もその代わりにはなれないのです。自分らしさをつくっていく

ためにも今の自分ができることを精一杯やってみることが大切ですね。 

さあ中学生の皆さん、いろいろな人と関わり、その人たちの気持ちを考えてみましょう。また、自分にできることはどん

どんやってみましょう。困っていることや悩みがあれば、すぐに先生やスクールカウンセラーに教えてください。自分も他人

も大切にできるような優しい人になれるといいですね。 

 



生徒会朝会が行われました（５月１１日）～各学年校外学習に向けて代表生徒からメッセージがありました 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育実習が始まりました（５月 11日～５月 29日） 

 

【１年生】  学年委員  

僕たち１年生は 28日に行く校外学習のスローガンは「南足柄で笑顔と一緒に課題解決」です。 

この目標は、各クラスの反省点を話し合って決めました。この校外学習を通して、僕たちは大変なことがあって

も笑顔を忘れず乗り越えられる力をつけたいです。そのためみんなで協力して、課題解決をしていきます。 

 

【２年生】 実行委員委員長  

先日委員会で校外学習のスローガンが決まりました。今回の校外学習のスローガンは「未来へ歩もう！仲間

と共に」です。 

初めての班別自主行動で不安や緊張など様々な感情があると思いますが、修学旅行に向け仲間の協力し、

戦争と平和について学べたら良いと思います。場所と時間を考えた行動をし、来年への修学旅行の班別自主行

動に活かせるようにしましょう。 

 

  【３年生】  実行委員長  

今回私たちは、この岡津中学校で初めて沖縄修学旅行に行きます。私たちの修学旅行が、これからの岡津中

学校の基本になります。これまで私たちはたくさんの人たちに協力してもらいながら平和学習を進めてきました。

実際に沖縄へ行き、今までの学習に対して自分は何を思うのか、そして何に気づくのか、そこにはたくさんの気

づきや感じ方があると思います。スローガンの「結一無二の青学でピースをつくって楽しいシーサー」には、様々

な人たちの思いが込められています。その思いをもう一度確認し、達成できるように一人一人が自覚をもちなが

ら行動しましょう。そして今のメンバーで行ける最初で最後の修学旅行になります。沖縄という地。今の学年で行

けるということ。これら一つ一つの瞬間を楽しむことも忘れないようにしましょう。 

様々な人たちの想いがこもった今回の修学旅行を必ず成功させましょう。多くの人が行ってよかった。とても楽

しかったと思うことができれば胸を張って成功だと言えるはずです。誰もが楽しかったと思えるような修学旅行に

します。 

 ７年前に岡津中を卒業した先輩です。ぜひ先生になれるように生徒の皆さん応援してください。 

 

（英語科） 

母校である岡津中学校で実習生として、また岡津中生の皆さんと過ごすことができて嬉しく思います。

一度きりの中学校生活、友達との出会いを大切に、何事にも前向きな気持ちで取り組んでください！き

っと素敵な毎日が待っています。 

 

（理科） 

理科を担当しています。生徒の皆さんには、今この一瞬一瞬を大切に過ごすことのできる学生になって

ほしいと思っています。中学校生活は長いようであっと 

いう間に過ぎてしまいます。勉強に部活、今しかできないことに 

ぜひ全力で挑戦をしてみてください。目の前のことに一生懸命 

向き合った時間は皆さんにとってかけがえのない経験になり、 

その先には素晴らしい結果が待ち受けているはずです。 

 

 

 

 



授業中や校内の様子 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

  

  

  

 

 

 

今月の美術部の作品 

今年度の卒業証書授与式は 

2027年３月 10日（水）を 

予定しています。 

力のはたらき～壁が押し返す力

（理科） 

図書委員による読み聞かせ 

 SNSの利用に関して（泉警察署員講師） 

裸子植物の観察（理科） 

リコーダー演奏の様子（音楽） 

昔の自分紹介（英語） 

１年生と対象に５月 15日に泉警察の署員の方を講師にＳＮＳの利用

について、講演がありました。とても便利なスマートフォンですが、

メッセージによるトラブルや相手に求められ写真を安易に提供してし

まうと、デジタルタトゥーとなってネット上に残り続けてしまいま

す。クリックをする前に、大丈夫かな？という冷静さが大切です。 


